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抗メタボ・抗肥満と食品機能

この人に聞く　～研究最前線～

抗メタボ・抗肥満に欠かせないアディポネクチンの作用
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ン抽出物

ルクミノイド」

白色の秋ウコン抽出物

　「ホワイトクルクミノイド」の特徴

サミラブズリミテッド／㈱サビンサジャパンコーポレーション

　　　　　　　　　　　　　　　　ムハメド●マジード

はじめに

　秋ウコン(０４ｙｃｌt琲ａ ｌｏｌｔｇαＬ.;ターメリック)は、インド

原産と考えられている有用植物であり、主な利用部位は

根茎である。その利用に関し、古くは2500年ほど前のア

ーユルヴェーダ(インド伝承医学)の文献に記述がみら

れ、今日では世界中で健康食品、天然色素、化粧品原料

などに利用されている。有効成分として研究されている

成分がクルクミンである。

　秋ウコンは重要な３種の類縁体、すなわち、クルクミ

ン、デメトキシクルクミン(ＤＭＣ)、およびビスデメト

キシクルクミン(ＢＤＭＣ)を含有し、これらを総称して

｢クルクミノイド｣という。クルクミノイドには、抗酸

化、抗炎症、抗菌、抗発がん活性などが報告されている

ほか、肝臓保護作用、腎臓保護作用、血糖降下作用、抗

リウマチ作用などが確認されている1)。

　近年、このクルクミノイドの代謝産物であるテトラヒ

ドロクルクミノイド(以下ＴＨＣ)が注目を集めている。具

体的には、テトラヒドロクルクミン、テトラヒドロデメ

トキシクルクミン、およびテトラヒドロビスデメトキシ

クルクミンの総称である。これらの抗酸化活性はクルク

ミンのそれよりも高く1)、その生物学的役割に関する研

究が生体外・臨床のいずれでも進められている。本稿で

は、テトラヒドロクルクミノイドの役割と利点について

述べる。

　テトラヒドロクルクミンはクルクミンと同じフェノー

ル化合物でありβ－ジケトン構造を有するが、共役二重結
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合をもたない点でクルクミンと異なる2)。

　生物学的には、ＴＨＣはクルクミンの代謝産物であり、

ラットやヒトの腸および肝臓の細胞質にみられる3)。近

年の研究では、腸内細菌のなかで選択的にクルクミンを

ＴＨＣに変換するものがあることが報告されている。この

反応に作用する酵素としてＣｕrＡが見出されている4)。

　二重結合がないことは、クルクミノイドの特徴である

黄楷色を、無色(白)にすることに寄与する。また、ＴＨＣ

はクルクミノイドよりも水溶性が高いことが判明した1)。

抗酸化活性

　ＴＨＣはクルクミンの主要代謝産物というだけでなく、

あらゆるクルクミノイドのなかで最も強い抗酸化活性を

有することが知られている5)。 Ｎａｋａｍｕｒａらは、それはβ－

ジケトン部分におけるＣ-Ｃ結合の開裂によるものである

と説明した5)。

　さらに、ｏ－メトキシフェノール部分とβ－ジケトン部分

との間に共有結合がないことが、抗酸化力の増大に寄与

しているl)。

ａ.ＤＰＰＨラジカル捕捉能

　ＳａｍｉＬａｂｓ社は自社試験において、ＴＨＣ、クルクミノ

イド95％規格秋ウコン抽出物(クルクミンC3コンプレッ

クスｏ、自社製品)のＤＰＰＨラジカル捕捉能を比較した。

この結果、ＴＨＣは試験を行った全ての濃度において、

ＴＨＣはクルクミンC3コンプレックスｏより高いＤＰＰＨラ

ジカル捕捉能を示した。
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次世代のウコン抽出物「ホワイトクルクミノイド」

脂詞過酸化抑制作用

川（1ノリーラジカルの生成を抑制することにより、

りり川¦ストレスから守る。研究においては、タルク

　Ｕり八ヽ作用が確認され8ヽ9)、かつ、ＴＨＣは、生体

　い個削過酸化抑制に重要な酵素であるグルタチオン

｜　･【心増進した。

肝臓保護作用

クルクミンそのものよりも高かった12)。

　Ｐａｒi＆Ｍｕｒｕｇａｎによる研究では、ＨＭＧ-ＣＯＡレダクタ

ーゼ(コレステロール生合成の律速酵素)に関し、ＴＨＣの

投与で、上昇した肝臓のＨＭＧ-ＣＯＡレダクターゼを正常

レベル近くまで低下させる作用を確認し、この作用が従

来のクルクミンよりも顕著であることが示された12)。

抗糖化作用

　炭水化物の非酵素反応による還元(リジン側鎖と、タ

ンパク質のＮ末端のアミノ基との反応)は、メイラード

反応あるいは糖化とよばれる。後者の反応産物を特に、

最終糖化産物(Adｖａｎｃｅｄ ＧｌyｃａtｉｏｎＥｎｄ ｐｒodｕｃts; ＡＧＥs)

という。メイラード反応、あるいは糖化は不可逆反応で

あり、この変化の産物は年とともに蓄積され、老化の病

態生理学や、長期にわたる糖尿病合併症、アテローム性

動脈硬化、腎不全などに関与する14)。

　ＴＨＣは動物実験において抗糖化活性を示した。ストレ

プトソトシンーニコチンアミドで糖尿病を誘導したマウ

スに対し、最終糖化産物の生成およびコラーゲンの架橋

の抑制が観察された。 ＴＨＣの抗糖化活性は過酸化活性抑

制に関連すると示唆されている3)。

生体利用効率

¦はびラットにおいて、クルクミンの代謝産物で

ろのＴＨＣは腸および肝臓の細胞質内で検出され

爆¦勿実験においては、ＴＨＣはクロロキン、ストレプ

レｊン、エリスロマイシンエストレートにより誘導

川啼害からの保護作用に優れていることが示され

｀’また、ＴＨＣはアスパラギン酸トランスアミナー

「X｀」¦･）、 アラニントランスアミナーゼ(ＡＬＴ)、アルカ

‥レペファターゼ(ＡＬＰ)の活性を有意に抑制し、ビリ

コ(ﾉ)レベルを低下させた。

　丿ヽレプトソトシン糖尿病誘導したラットに対し、

｜川は、γ-ＧＴＰレベルを正常植にレベルに近づけ、肝

川即ﾉ)壊死を抑制した。 ７-ＧＴＰは肝臓細胞質に存在する

ぷトじあり、血中７－グルタミルトランスペプチダーゼ活

土引付は、肝臓のダメージの指標として用いられる11)。

川J;頌t駿作用は、肝臓の細胞膜の恒常性を保持すること

：　１るものと考えられることから、シリマリンと比肩し

　し:､素材であると考えられる8)。

抗糖尿病作用

　クルクミノイドはその化学式からもわかるように有用

な抗酸化成分であるが、生体利用効率の低さが難点であ

り、その性質は水溶性の低さによるところも大きい。

　クルクミンの代謝産物であるＴＨＣを経口摂取すること

は、この生体利用効率の悪さの克服に貢献するものと考

えられる。また、生理的pHにおける安定性が高いこと

もＴＨＣの利点の１つである。

　ＴＨＣの生体利用効率に関する生体内試験例はあまりな

いのが現状だが、Ｂｅｇｕｍらは2008年に興味深い発見をし

た。動物実験において、血漿中のＴＨＣレベルがクルクミ

ンの８倍近くに上がったというものである。これは、血

清中の加水分解に対しＴＨＣの耐性が強いことを示唆して

しゝる15)ｏ

安全性に関する臨床試験

　川ヽレプトソトシンーニコチンアミドを用いて糖尿病

へか俘したラットにおいて、ＴＨＣは血糖値・血清インス

リンレベルを有意に改善し、クルクミンよりも効果が高

･｡／lとが示された12)。

脂質異常症に対する作用

　脂質異常症は、糖尿病の合併症と考えられており、コ

ｌステロール、トリグリセリド、リン脂質のレベルの上

'､llを特徴とする13)。

　Pari＆Ｍｕｒｕｇａｎによる実験の結果、ストレプトゾトシ

ノーニコチンアミドで糖尿病を誘導したラットにおいて

は、誘導された脂質・リポタンパク質の異常値に対して、

｢ＨＣの投与により、改善作用がみられた。血中総コレス

戸ロール、ＬＤＬコレステロール、ＶＬＤＬコレステロール

は減少し、ＨＤＬコレステロールは増加した。この作用は、

　ＴＨＣについて、インドのサミラブズ社は単一施設・オ

ープンラベルでの安全性試験を行った。 20名の健康な被

験者を対象に、１日１回300mgのＴＨＣを28日間連続投与

し、各種パラメータを測定した(血液学的パラメータ：

　　　　　　　　乃
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白血球数、赤血球数、ヘモグロビンおよび血中赤血球容

積／肝臓の健康状態：ＡＳＴ、ＡＬＰ、乳酸デヒドロゲナー

ゼ、グルタミルトランスフェラーゼなど／血中脂質濃度

の推移)。

　各項目の測定結果は、本試験で指定したＴＨＣの摂取条

件において副作用、および副次的影響がないことを示す

ものであり、長期摂取における安全性を担保しうると考

えられるものであった16)。

　ＴＨＣは、その親化合物であるクルクミノイドに対し、

白色であることを特徴とし、生理学的pHにおける安定

性、および水への溶解性に関しても、クルクミンより好

ましい性質をもっといえる。

　また、抗酸化活性に関し、ＯＲＡＣ値、脂質過酸化抑制、

ＤＰＰＨアッセイなどを通し、クルクミンよりすぐれた抗

酸化能を有することが実証されている。

　さらに、近年注目されている糖化に関しても、抗糖化

活性を有する。これらの性質から、美容サプリメントと

しての有用性が期待できるものと考えられる。
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